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メニューとツールパネル
各ステップで利用しているメニュー、ツールパネルを記載します。番号はステップ番号です。

メニューとツールパネル

メニュー

ツールパネル

10

10

23

11

17/27

24/28

06/23

06/11/12

05/06
11/23

10

10

20

20

22

23

02/07/08/09/16/21/26/27/30

02/05/09/12/16/18

14/15/16/17

16/21/27 10 13/29



7メニューとツールパネル

メニュー
28 02/03/26

用途に応じた様々なパネルが用
意されている。
作業をしやすいように、表示／
非表示、組み合わせや並べ替え
などができる。
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様々なパネル 様々なパネル 



9様々なパネル
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画像編集前の基礎知識
画像処理を行う上で、デジタル画像データが持つ様々な特性や基本操作
についての基礎知識を身に付けておくと、Photoshop や他の画像編集ソ
フトの理解も深まります。

Step

01
● 解像度

解像度とは 1インチにいくつのピクセルが並
んでいるかを示すもので、画面解像度の単位は
ppi（出力装置では出力解像度、単位は dpi）で
す。数値が高いほど画像は高画質になりますが、
データは重くなります。

ウェブ用

ディスプレイの標準的な解像度に合わせ、
ウェブサイトで使用する画像の場合は 72ppi で
作成されます。低解像度で印刷には向きません
が、ファイルサイズが軽くなります。

図1-1●プリセット「Web」選択時

印刷用

インクの点の集まりによって画像を表現する
ため、高い解像度を必要とします。数値が高す
ぎても視認できないので、一般的には 350ppi 前
後で作成します。

図1-2●プリセット「写真」選択時

Step 01　画像編集前の基礎知識

● 画像のタイプ

デジタル画像データは以下の 2種類に分けら
れます。

ラスター形式

Photoshop で主に扱う形式です。最小の点
であるピクセルの集合体で、拡大表示するとブ
ロック構造が見えます。写真や濃淡の多い画像
に向いていますが、ファイルサイズが大きくな
る傾向があります。
画像を拡大縮小すると劣化するので加工には
注意が必要です。

図1-3●元画像 図1-4●1200％拡大表示
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ベクター形式

数式でデータが管理されているため、拡大縮
小しても劣化しないのが特徴です。反面、写真
のような濃淡の多い画像の表現には向いておら
ず、主にデザイン的な CG制作で利用されます。

図1-5●Photoshopのシェイプ画像

図1-6●形状を編集できるアンカーポイントとハンドル

ペンツールなどで描画されたベクター状態の
オブジェクトも、出力時はラスター形式になり
ます。

● カラーモード

色を表示するモードはいくつかあり、主に以
下の 2つが挙げられます。

RGB カラー

R（赤）、G（緑）、B（青）の光で「光の三原色」
と呼ばれます。ディスプレイでの出力に使用さ
れる方式なので、画像の編集作業時はこのモー
ドで行います。

図1-7●RGB：混合すると白になる

CMYK カラー

C（シアン）、M（マゼンタ）、Y（イエロー）の「色
料の三原色」に K（ブラック）を加えた 4色で表
します。印刷用のデータ保存時用のカラーです
が、一般的なインクジェットプリンターを使用
する場合は内部で変換処理が自動で行われるた
め、特に選択する必要はありません。

図1-8●CMY：混合すると黒になる

● コピーとペースト

一般的なソフトでも用いられている操作で、
Photoshop でも多用します。

コピー

選択箇所を設定後、その内容を Ctrl+C キーで
「クリップボード」という一時的な保存領域に送
る操作です。Ctrl+Xキーによるカットでもクリッ
プボードに送られます。

ペースト

クリップボードにある内容を Ctrl+V キーで
貼り付ける操作です。単純なテキストであれば
異なるソフト間でも受け渡し可能な場合もあり	
ます。
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起動とファイル作成
Photoshop は総合的な画像編集ソフトで、写真の補正の他に CG イラ
スト制作や動画編集ツールとしても使用できます。このステップでは、
Adobe Photoshop CS6 を使用した基本的な操作を学習します。

Step

02
● Photoshop の起動

Step 02　起動とファイル作成

インストールした場所にある実行ファイルを
ダブルクリック、またはWindows ロゴキーで

「スタート」メニューを開き、「すべてのアプリ」
などから起動します。

● 新規ファイルを作成

上部メニュー「ファイル」→「新規」（Ctrl+N
キー）で設定画面を開きます。

図2-1●「ファイル」→「新規」

「プリセット」を選択すると自動で幅と高さな
どが入力されます。「カンバスカラー」は「透明」
以外を選択すると不透明な背景レイヤーが生成
されます。

図2-2●「新規」ウィンドウ

「プリセット」を選択すると、
「幅」「高さ」などのデフォル

ト値が自動で設定される


